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【体験入学報告書 機械設計システム工学科 実験】 

ベルヌーイの定理とマグナス効果を体験してみよう！ 

講師：シン ビョンロク 教授 

 
午前中の講義に続き、午後の授業では、『ベルヌーイの

定理とマグナス効果を体験してみよう！』と題して、80 分

間程度の実験を行った。OHP シートと発泡スチロールを

素材としたマグナスパイプを製作することにし、製作方

法を詳しく説明してから、必要な材料および道具、製作図

面を配布した（図 1 参照）。先ず、製作図を見ながら OHP
シートの中に入れる直径 24mm の発泡スチロール円板と

画用紙を用いた円板の翼を作った。その後パイプの長さ

に裁断された OHP シートの中央に両面テープを張り、テ

ープに沿って発泡スチロール円板を回しながらOHPシー

トを巻き上げ全体の太さが同じになるよう製作をした

(図 2 参照)。最後に割り箸と輪ゴムを利用し発射装置を作り、マグナスパイプの飛ばし方を説明し

た。生徒が作成の際は、教員とティーチングアシスタントが手分けして、高校生一人ずつ順番に回

って製作要領および道具の使い方を指導した。マグナスパイプを飛ばす過程で、どのような工夫を

すれば遠くに飛ばすことができるかを生徒に質問し、その工夫の一例としてマグナスパイプの両端

に取り付けられた翼についての説明をした(図 3 参照)。 
マグナスパイプの両端に取り付けられた翼がどのような機能を果たすのかについて、翼がないマ

グナスパイプと比較しながら詳しく説明した。さらにマグナスパイプに取り付けられた翼の働きに

ついて、その身近な応用例として主翼の先端にウィングレットを付けた旅客機を示し、普段気がつ

かなかった流体力学が世の中にどれだけ寄与しているかを知ってもらうことなど、流体力学の魅力

と応用性について改められた。 
講義終了後に、積極的に質問する生徒も見られ、これらの話題について興味、関心を持って、体

験講義を受けていたことが窺えた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２                      図３ 

 

図 1 
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【体験入学報告書 電子物理工学科 講義】 

電子の気持ちになって半導体を理解しよう 

講師：荒井 昌和 准教授 

 
午前の講義では、「電子の気持ちになって半導体を理解しよう」と題して、70 分程度の講義を行

った。県内の高校から 1 年から 2 年までの 28 人の参加者があった。講師の自己紹介のあと、身の

回りのデジタルカメラ、太陽電池、ハイブリッドカー、ＬＥＤ照明などに半導体が使われているこ

とを説明、特に若者が使うスマートフォンなど半導体素子がたくさん入っていることを説明し、ま

ずは興味関心をもってもらい、計算、記録、発電、発光、通信、撮影などたくさんの使い方ができ

る半導体について紹介するところから始めた。 
半導体の基礎の説明に入るに際し、難しいが避けては通れないバンド構造をなるべくわかりやす

く説明することを心掛けた。電子を操るにはどうしたらよいかというところを電子が感じるエネル

ギー障壁や電界によるクーロン力をバンド図で表現することを説明し、その例えとして電子が感じ

る障壁を滑り台を上る際の位置エネルギーに例えて説明した。また、化学を習っていない生徒にも

配慮し、周期律表や結晶の共有結合を基礎から説明し、半導体を構成するシリコンやガリウムヒ素

の原子の模型も生徒に触らせるなどして、実感が湧くように努めた。バンド構造では、金属、絶縁

体、半導体の中での禁制帯の意味を説明し、電子にとっての障壁の意味を理解できるようにした。

トランジスタや LED、太陽電池で最も重要なｐ－ｎ接合について説明し、電子が感じる傾斜、障壁

がデバイス特性を決めることを説明した。また、実際に材料によって LED の色が違うことを体験

してもらうため、青、赤、赤外の LED を光らせるなどの実演も交えた。最後は応用例として、論理

回路がＦＥＴのスイッチにより構成されることや、太陽電池、レーザの原理について紹介した。今

後も進化する半導体の将来像として、カーボンによるナノテクノロジーやウェアラブルなどの紹介

をした。 
講義中や講義終了後に半導体に興味を持っている生徒から質問があるなど、目的意識を持って興

味深く参加してもらえたことが窺えられた。 
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【体験入学報告書 電子物理工学科 実験】 

電気から光を、光から電気を作ってみよう 

講師：荒井 昌和 准教授 

 
午後の実験では、「電気から光を、光から電気を作ってみよう」と題して、70 分程度の実験を行

った。県内の高校から 1 年から 2 年までの 28 人の参加者があった。A,B の 2 グループに分かれて

実験を行った。A グループは太陽電池、LED を使った実験である。午前中の講義でバンドギャップ

と光のエネルギーの関係を説明したので、実際に体験できる内容とした。太陽電池に LED の光を

当て、電流、電圧の関係を調べたあと、青、緑、赤、赤外の LED を使い、LED から出た光を LED
に当てた時の電圧の変化と色の組み合わせの関係を調べる実験を行った。色の違いがエネルギーの

違いになり、電圧が取り出せる組み合わせと、取り出せない組み合わせがあることを学んでもらっ

た。Bグループは午前中の講義で学んだ電界効果トランジスタを使った簡単な工作、実験を行った。

電界効果トランジスタはゲート電圧の変化でソースとドレイン間の電流を変化させるスイッチの

働きをすることを学ぶことを目的としている。B グループをさらに 4 班に分けて、ブレッドボード

に電子部品をいくつかさして回路を作り、モーターと電池ボックス、タイヤ、ギヤボックス、電界

効果トランジスタ、測距センサを組み合わせることで、壁をよけながら進む車を工作した。簡単な

回路でも電界効果トランジスタのおかげでモーターを駆動し、センサで検知して動作することを実

感できた。また、センサの取り付ける向きを調整することで、床に設置したコースをクリアするこ

とができるようにし、グループで楽しめる実験にした。トランジスタや LED などの電子部品に触

れて、理論と実験の一体感を味わえたと思われる。 
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【体験入学報告書 電気システム工学科 講義】 

電気と磁気に関する講義 

講師：武居 周 准教授 

 
平成 30 年度テクノフェスタ体験入学にお

いて、電気システム工学科では『電気と磁気

に関する講義』と題して、80 分間程度の講義

を実施した。電力発生・変換・輸送、情報通

信技術、およびこれらの効率的な運転・制御

を実現するパワーエレクトロニクスやコン

ピュータシステム、また、これらの高精度な

設計に必要となるシミュレーション技術等

を広く包含する「電気システム工学」の原理

となる電気と磁気の振る舞いやそのシミュ

レーション技術について述べた。電気と磁気

は、学問分野として体系化・確立されている

「電磁気学」においては電界・磁界と呼ばれる物理場であり、この両者に関わるいくつかの素現象

を紹介・解説（図 1）することにより、直感的な理解を促した。電界と磁界は波としての性質を持

ち、直流または周波数が低い時は異なる場に見えるが、周波数が高くなるにつれて両者は相互に関

連・結合し電磁波となる。さらに周波数が高くなると、それが光となる。この波を伝える媒質は、

地震波を伝える地殻、水の波を伝える水などが物質であることに対し、真空も媒質となる特殊な性

質を有することについて述べた。 
これらの性質より、電磁波をシミュレーションするためには、通常の波動解析において必要とな

る波長分割を波動伝播する全領域に渡り行う必要があるため、計算量が膨大となり、計算困難とな

る。これを克服するために、並列計算機を用いて、計算量と

メモリを分散させることにより、シミュレーションを実施

することが必要となり、これらをどのように実現するかに

ついて、図等をふんだんに用いて直感に訴えるように説明

した。また、誘導加熱器（IH）や携帯電話など電磁気現象を

直接的に用いる身の回りの電化製品について、その原理に

ついて概要を説明し、電磁誘導や電磁波の発生や伝搬がど

のようにシミュレーションされるかについて、説明した。 
そして、電気システム工学科に在籍する学生がどのよう

な学生生活を送りながらこれらについての勉強や研究をす

るのか、また大学院での活動や就職状況についても紹介し

た（図 2）。 
講義終了後に、電磁気と電気工学の関係、スーパーコン

ピュータについて質問があり、参加者の中にはこれらの話

題について関心を持って、講義を受けていたことが窺えた。 

図 1 

図 2 
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【体験入学報告書 電気システム工学科 実験】 

パワーエレクトロニクスであそぼう 

講師：長田 尚一郎 助教 

 
午後の実験では１７名の受講生に  PWM(Pulse Width 

Modulation ; パルス幅変調) 実験キットを１セットずつ配

布し、回路製作を行った。PWM 回路は下記の参考文献の第２

章の回路を参考に、006P(9V) 電池を電源に使えるよう長田

が改良したものである。 

実験キットはブレッドボードという半田付け不要の実験・

試作用の基板と回路部品一式を詰め合わせたものである。半

田付け作業という技術的、経済的に初学者に高い障壁を避け

ることで電子工作を楽しめるように工夫している。同時に１

４ページのカラー両面印刷のパンフレットを配布し、ステッ

プバイステップで回路の製作過程が正しいことを確認しながら製作を進めることができる。 
ブレッドボードの基本的な使用法を説明したのち、 LED 点灯回路を作成してブレッドボード

の理解を深めた。PWM の基本となる発振回路を作成し、1Hz 程度の発振を LED の点滅で確認し

た。発振周波数を 20kHz に変更し、PWM 回路を構成することで豆電球の明暗や DC モーターの速

度を調整できることを実習した。回路製作の指導には３名のティーチングアシスタントが担当し、

受講生の配線間違いなどによる不具合に対応した。この段階までは全員の受講生が到達でき、PWM 

によるパワーエレクトロニクスの動作を体感し、理解することができたと考えている。 

最後に応用として D 級アンプの回路構成によりスピーカーを鳴らして音楽が聴ける回路に挑戦

した。回路に部品を追加することで誤りが少なくなるよう設計しているが、追加する部品が多い

ため製作に成功したのは受講生の半分程度であった。製作に失敗しても実験キットを持ち帰り自

宅で時間をかけて製作に取り組めるため、受講生は満足そうであった。 

 
残念ながら実験中に撮影した写真がない。本実験は講師ならびにティーチングアシスタント３名

とも受講生の製作指導に掛かり切りになってしまい、実験終了後に写真撮影を失念していたことに

気が付く始末であった。 
参考文献：本田潤「D 級/ディジタル・アンプの設計と製作」CQ 出版, ISBN4-7898-3039-X, 2004 

 
  

 

写真１ PWM 実験キット 
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【体験入学報告書 情報システム工学科 講義】 

計算と推論の理論 

講師：片山 晋 助教 

 
『計算と推論の理論』と題して、90 分間の講義を行った。県内外の高等学校から例年を大きく上

回る 83 名の参加希望者があったが，午後の演習で使用する端末数に限りがあることから，74 名に

絞ってもらった上で講義を行った． 

まず、数とは何か、足し算や掛け算などの演算はどう定義されるのか、といった基本的な話を、

簡単な算数の問題を例にとって説明することから始め、帰納的関数論やラムダ計算といった計算論

の初歩的な説明を行った。また、人間が行っている推論をいかに機械的に扱うかという形式的推論

の例として、自然演繹を紹介した。さらに、ラムダ計算の拡張である型付きラムダ計算の説明を行

い、これを自然演繹と比較することによって、計算論と形式的推論は実は厳密に対応しているとい

うカリー・ハワード同型の紹介を行った。応用例として、対話型証明システムの現状を紹介して、

締めくくりとした。 

今回の講義内容は、情報システム工学科の３年次の必修科目である「プログラミング言語論」の

半分の内容の予告編といえるような内容となった。理論的な話の中には多少抽象的な内容もあり、

高校生には難解な内容もあったかもしれないが、できるだけ身近な具体例を用いて説明するように

心がけた。高校生たちはリラックスして授業を聞いていたようであった。 
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【体験入学報告書 情報システム工学科 実験】 

対話型証明システム 

講師：片山 晋 助教 

 
午前中に実施された『計算と推論の理論』の講義を受けて、対話型証明システムを用いた証明を

体験することをテーマに選んだ。演習環境は当学科のシンクライアントシステムを用い、各自が１

つの端末を占有できるようにした。言語は Agda を使用し、汎用テキストエディタである Emacs を
用いて、対話的環境による半自動証明を体験してもらった。参加者には、予め用意しておいた各自

のアカウントを利用してログインし、演習内容に取り組んでもらった。 

演習の冒頭では、計算機システムへのログイン方法から始めて、Agda 標準ライブラリのインス

トール方法、エディタの利用方法、Agda 言語の命題や証明の書き方や Agda システムへの読み込ま

せ方、証明補助機能の使い方や自動証明のやり方にいたるまでプロジェクタ上で実演しながら説明

を行った。予め TA の勉強会を 3 時間超にわたって開催したが、ライブラリの利用設定に関して古

い設定が残っていたことによるトラブルがあり，また予想を上回る約 70 名の受講生が参加したこ

ともあって、全員が課題に取り組める状態になるまでに半分以上の時間が経過してしまった。とは

いえ、最終的には全員が課題に取り組めたようである。 

演習課題は簡単な命題論理や数学的帰納法を用いた証明を基本課題とし、等式推論を用いた証明

についても用意していたものの解けなくともよいとした。説明のための資料はホームページとして

作成し、提示しながら解説したため、プロジェクタ上の説明を見ながら、手元のコンピュータで細

かい説明や前後関係を確認する、といったことが簡単に行えたようである。時間が限られていたの

で、すべての学生が、時間内に全課題を終了する、というわけにはいかなかったが、熱心に取り組

む事ができたようである。 
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広報・地域連携委員会 

副委員長 山森 一人 

 
2018 年 11 月 18 日（日曜日）に実施したアドベンチャー工学部は、宮崎大学工学部を一般市民に広く

知っていただくととともに、地域の方々との交流を深めることを目的に、毎年大学祭の日に開催してお

り、今年度で 9 回目の実施となった。本事業では、幼稚園児や小・中学生を含む一般市民を対象とし、

科学実験や科学工作等の体験を通して工学部の各学科・センターで行われている教育・研究や工学の面

白さに触れていただいている。 

 今年度は 7 学科 2センター（工学基礎教育センター／教育研究支援技術センター）の 9ブースで実

施した。別紙に示す小・中学校に配布したパンフレットの通り、各ブースとも一般市民の興味を引くよ

うなテーマを設定した。本事業の企画運営は工学部地域連携委員会が担当し、各ブースでは各学科・セ

ンターの担当教職員の指導の下、多くの大学生・院生が実験・工作の補佐員として協力した。来場者に

できるだけ多くのブースを体験してもらうためにスタンプラリーを行うとともに、大学オリジナルの文

房具グッズなどの記念品の進呈を行った。 

 

２．事業実施の成果 

出展を行った学科・センターと実施内容は以下の通りである。 

1. 環境応用化学科 / プラ板でアクセサリーを作ろう！ 

2. 社会環境システム工学科 / プラスチックをアクセサリーにリサイクルしてみよう！ 

3. 環境ロボティクス学科 / 工作を通じて飛行機の仕組みを知ろう 

4. 機械設計システム工学科 / ものづくりを体験しよう 

5. 電子物理工学科 / 偏光であそぼう 

6. 電気システム工学科 / 光のカレイドスコープをつくろう！ 

7. 情報システム工学科 / 画像認識で遊ぼう 

8. 工学基礎教育センター / 模様のふしぎ 

9. 教育研究支援技術センター / ものづくり体験教室 

 

今年度は約 239 名の参加者があり、昨年度と同様の多くの来場者で大いに賑わった。アンケートによ

ると、小学生の参加者が最も多く、年齢では 10代および 10代未満だけで７割を占めていた。 

また、 本イベントを知った手段に関しては、本人の在籍している学校（22%）、宮崎大学のホームペー

ジ（20%）、当日配布されているビラ(20%)という結果となり、実行委員会の広報活動が有効に機能してい

ることが伺えた。イベントの感想に関する項目からは、とても楽しかった(81%)、楽しかった（16%）と

概ね好印象な回答が得られ、それを反映するように自由コメントの結果にも、「楽しかった、学生さんが

優しかった、来年も来ます」などの好印象なものが大多数を占めていた。以上のように、アドベンチャ

ー工学部は宮崎大学工学部と地域の子供から大人まで多くの市民とが、毎年継続して交流できる大変良

い機会となっており、工学部における主要な大学開放事業及び地域貢献事業として今後も実施内容のさ

らなる工夫と改善を行いながら継続すべきである。 

アドベンチャー工学部（平成３０年度） 
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【環境応用化学科】 

プラ板でアクセサリーを作ろう！ 
講師：松下 洋一 教授 

 

  
ポリスチレンは透明度が高く、100 °Cの低い温度で柔らかくなるプラスチックである。ポリス

チレン板を熱して、引き延ばして薄くして、ディスポの弁当容器のフタなどに加工している。引

き延ばしているので、ポリスチレンの薄板（プラ板）を熱すると縮む。この性質を利用し、オリ

ジナルのブローチ作りを体験する実験を行った。 
プラ板に描く下絵には、ミッフィー、ポケモンなどのキャラクターを用意した。油性マジック

で絵を描いてオープントースターで焼く作業を体験してもらった。参加者は、プラ板が最初にク

ニュクニュと曲がって縮んで、その後平らに戻る様子を楽しんでいた。できたプラ板にホログラ

ムシートを貼り、虹色に輝くプレートづくりにも挑戦してもらった。 
 同伴の保護者には原理とやり方を詳しく解説し、家庭で試すことができる実験なので、家族で楽

しんでくださいと説明した。 
 

 
図 プラ板工作の様子． 
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【社会環境システム工学科】 

プラスチックをリサイクルしてみよう 
講師：関戸 知雄 准教授 

 

  
私たちが廃棄するごみは、いろんな形でリサイクルが可能であり、それによって環境の保全保た

れている。こうしたごみのリサイクルを学んでもらうために、家庭で排出されるプラスチック製品

を用いたアクセサリー作成を行った。 
プラスチックは、石油などの化石燃料から作られる物質であるが、石油は限りある資源であると

同時に、燃やすと CO2 が発生するため、地球温暖化の原因となっている。また、最近では、プラス

チックごみが海洋で細かく分解してマイクロプラスチックとなり、生態系に影響を与える可能性も

指摘されている。このため、廃棄されるプラスチックは、さまざまな方法で再利用され、新たなプ

ラスチック製品の原料となっている。このようなリサイクルによって環境への保全が行われている

ことを説明するパネルにより、プラスチックリサイクルの意義を紹介した。アクセサリー作りの参

加者は主に小中学生で、合計 50 名ほどが参加をした。材料は家庭でよく使われるプラスチック製

品とし、食品を入れる透明のポリエチレン容器、ペットボトル、ストローの 3 種類を用いた。それ

ぞれ、色を塗ったり、熱を加えたりして、簡単にキーホルダーアクセサリーやブレスレットなどが

できることを体験してもらった。 
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【環境ロボティクス学科】 

工作を通じて飛行機の仕組みを知ろう 
講師：宮城 弘守 助教 

 

 
2018 年 11 月 18 日(日)のアドベンチャー工学部で行った手づくり体験・実験(使い捨てマスクの

ノーズフィッターで作る豆グライダー55 人、スチレン飛行機改 71 人の合計 126 人、重複あり)につ

いて報告する。 
2015 年に開始した「前にも後ろにも飛べる飛行機を作る」試みは今年で 4 年度目になる。この

間、本学科 1 年生の専門教育入門セミナーで 4 回(今年度も学生諸君が奮闘中)、2016 年の科学の祭

典、アドベンチャー工学部では 2016 年から 3 回連続、2017 年のきっずサマースクール、2018 年の

女子高校生のためのサイエンス体験講座で繰り返し取り上げて内容を少しずつ修正・進化させると

ともに、飛行機の仕組みがより体験・理解しやすくなるよう、市販キット改造によるゴム動力飛行

機づくりからオリジナル教材によるグライダーづくりにテーマをスライドさせてきた。 
その成果が女子高校生のためのサイエンス体験講座に参加した高校 2 年生(当時)の感想「条件を

変えて繰り返し実験することが大切」だが、あのアインシュタインの名言のひとつ「真実は経験と

いうテストの結果得られるもの」を見事に言い当てていると思う。これを小さな子供たちにも実感

してもらいたいと今年の企画ではまず「使い捨てマスクのノーズフィッターで作る豆グライダー」

づくりに取組んでもらったが、うまく滑空するよう重心と翼の位置や主翼と水平・垂直尾翼の形を

同時に微妙に調整するのは結構大変だったようだ。続いて「スチレン飛行機改」づくりに取組んだ

が、主翼を前後するだけで飛び方の変化を体験できるものの、主翼と水平尾翼の角度差を約 1 度に

設計してある機体は“誰が作っても必ず飛ぶ”完成度で簡単過ぎた。「ノーズフィッターで作る豆グ

ライダー」では機体全体のバランス(安定性)の大切さを学び、「スチレン飛行機改」では補助翼(ラ
ダー、エルロン、単純フラップ、エレベータ)の働き(制御性)および安定性と制御性の相反関係を学

べるよう教材を改良するとよいだろう。 

 

「ノーズフィッターで作る豆グライダー」づくりに取組む子供たち 
長年にわたる講師の試みを実現するに当たっては、ヨコタ東北(山形県新座市)、てんぱく君の広

場・大橋敏雄氏(名古屋市)、ツバメ玩具製作所・中島泰三氏(埼玉県戸田市)、大野グライダークラブ・

山崎徹也氏(大阪市)に協力・助言をいただいた。記して謝辞に代える。 
※本企画の手づくり教材や成果を体験学習企画等に活用されたい場合は、講師にご一報ください。 
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【機械設計システム工学科】 

ものづくりを体験しよう 
講師：大西 修 准教授 

 

 
ものづくりの楽しさを体験してもらおうという趣旨で、勾玉の製作を実施した。 
勾玉の製作の手順としては、こちらで準備した勾玉の材料となる石の表面に、作りたい勾玉の

形をマジックで描いてもらった後、石を紙やすりで削って勾玉の形に成形する作業を行ってもら

い、最後に研磨用ペーストで成形した石の表面を磨く作業をしてもらった。製作してもらった勾

玉は記念に持ち帰ってもらった。また、当日は、これらの作業などに関するポスターだけではな

く、加工のメカニズムに関するポスターも掲示し、ものづくりの楽しさを認識してもらうだけで

なく、どのように加工が行われるか興味を持ってもらおうと工夫した。 
参加者は保護者同伴の幼児・小中学生が多く、子供たちは非常に興味を示し、熱心に作業をし

ていた。中には、既存の勾玉の形にとらわれず、作りたい形にこだわりを持って作業をする者も

いた。一方、保護者の方も興味を持たれ、子供と一緒になって作業をされるケースが多く見られ

た。 
当日は非常に盛況で、多くの人にものづくりの楽しさを体験していただけたものと思われる。特

に参加してくれた子供たちについては、ものづくりの根本にある楽しさについて体験・認識すると

ともに、そこからいろいろな部品や製品に対して、どうしてこのようなものが加工できるのか、ど

うしてこのような形状になっているのか、など様々な疑問を持ってもらいたいと考えている。そし

て、ゆくゆくは、ものづくりに携わる技術者や研究者などを進路の１つとして考えてもらえると幸

いである。 
 
 

   
製作された勾玉の例 

 

  
ものづくりの作業風景 
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【電子物理学科】 

偏光であそぼう 
講師：横山 宏有 助教 

 

 
身近にあるディスプレイ等に使用されている偏光フィルムは、サングラスなどを除けばその存

在を意識する場面は少ない。また、私たちの身の回りにある普通の光は色々な方向に振動してい

る光が混ざり合っているがそれを意識する場面も虹等の自然現象を通して実感する程度で少ない

ものと思われる。自然光等の振動方向を制御し偏った光、「偏光」を使って条件を整えることで身

近にあふれる「光」について「物理」を感じ体験してもらうことを目的としてテーマを企画し

た。 
展示物として赤（R）、緑（G）、青（B）3色のLEDを用いた光の3原色実験装置と、回折格子フ

ィルムを用いた分光フィルムによって、白色光が様々な色の光によって構成されているという光

の性質について体感してもらい。この後で偏光フィルムを使用することで普通は無色に見えると

ころに色がついて見えるようにできることを説明した。 
実際に行った作業等は、偏光フィルム上に透明なフィルム（ポリエチレンテレフタレート）や

透明テープ（ポリプロピレン）を切り出してステンドグラス様の工作物を作製してもらい。一見

無色に見える場合で、もう一枚の偏光フィルムを通してフィルムの角度を変化させると様々に色

づいて見える現象を体験してもらった。 
実際に工作を行った参加者は80名（引率者等を含めて150名ほど）であった。広い年齢層の参加

があったが、多くは小学校の低学年であった。安全性を考慮し、事故防止のためにハサミ以外の

刃物は使用しなかったため怪我等を負うことなく終了することが出来た。 
各自で工作した作製物による実験を通して多少なりとも「物理」へ親しんでもらえたものと思

う。 
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【電気システム工学科】 

光のカレイドスコープをつくろう！ 
講師：加来 昌典 准教授 

 

 

光は波の性質を持っているので，水面に広がる波と同じように回折したり，干渉したりする性

質を持っている．この性質を利用すると光はいろいろな色（波長）に分解（分光）することがで

きる．今年度，電気システム工学科では，この光の回折現象を利用した光のカレイドスコープ作

成を体験してもらった． 
作成したカレイドスコープは，紙管の底面に8方向に光を回折する分光シートを2枚貼り付け

て，一方を回転できる構造にした．反対側の面には星形，ハート形，花形など好みの穴を数個あ

けて，この面を蛍光灯などの光源に向けて，分光シート側から覗くと穴から入った光の回折光を

観察することができる．入射光が白色光であれば，回折光は虹色に分光されて見える．また一方

の分光シートを回転させながら観察すると回折光に動きが生じて，鏡を使ったカレイドスコープ

のように模様が変化する．また個々で，穴の形状，個数，場所に違いがあるので，それぞれオリ

ジナルな模様を見ることができる．鏡を使ったカレイドスコープを知っている参加者は多かった

が，今回作成する光のカレイドスコープの中身が空であることを見せると，関心をもって説明を

聴いていた．  
参加者の内訳は，未就学児：10名，小学生：31名，中学生：8名，保護者を含む大人：38名であ

り，作成したカレイドスコープの数は70個程度であった．作成したカレイドスコープは，持って

帰ってもらった．親子連れの参加者が多かったが，親子で協力して作成したり，それぞれ作成し

たり様々であった．また作成には参加1組につき大学院生1人を補助として配置した．今回の参加

者は小学生以下の割合が多かったが，この体験がサイエンスに興味を持つきっかけとなることを

期待する． 
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【情報システム工学科】 

画像認識であそぼう 
講師：椋木 雅之 教授 

 

 
画像認識技術でどのようなことができるのか，実際に体験して楽しみながら考えてもらうこと

を目標に，3種類のデモ展示を行った． 
1つ目は画面の上方から降ってくる宮大モーくんのキャラクタを体で受け止めるデモである．こ

れは，画像処理の背景差分技術を利用したものである．人物の映っていない背景画像をコンピュ

ータに記憶させておき，現在の人物を含んだ映像と違う部分を検出する．この違う部分を人物領

域とみなし，キャラクタが人物領域で止まるようにしている．比較的単純な処理であるが，来場

者の興味を引き，その仕組みに関する質問も多く聞かれた．また，単純なデモであるが，体験す

るのには技術は必要ないため，未就学児から年配層まで幅広い来場者が体験していた． 
2つ目はカメラで捉えた人物の動きに反応して仮想的なビームを打つデモである．これは，画像

と同時にカメラから人物までの奥行き情報も取得できるデプスセンサを用いて人物姿勢を認識す

る技術を利用したものである．人物の頭や胴体，手の先などが３次元的にどの位置にあるかを認

識することで，人物の姿勢を判定することができる．デモでは，人間がある特定の姿勢を順に取

ると，それに対応したCGを映像上に重畳することで，複合現実感（AR）を体験することができ

る．このデモは，小学生層の来場者の興味を大いに引いていた．当初，機器の調子が悪く，人物

姿勢の判定がうまく行かなかったが，成功するまで粘り強く何度も挑戦していた．また，再来場

して何度も体験していた人もおり，興味を引く上では効果的なデモであった． 
3つ目はカメラで捉えた人間の手の形を認識してコンピュータがジャンケン勝負の勝敗判定をす

るデモである．これは，画像内の人間の手の形の特徴を深層学習を利用して抽出し，予めコンピ

ュータに憶えさせたグー，チョキ，パーのいずれであるか判定させるものである．コンピュータ

に憶えさせたデータ数が少なく，時々，判定を誤ることもあったが，その点も含めて，来場者に

は興味をもって貰えた． 
デモ展示は盛況であった．来場者は，家族連れや再来場者が多かったため，述べ人数では 200

名程度にはなったと思われる．年齢層も，未就学児からその両親世代，祖父母世代まで幅広く，

様々な人に実際に画像認識技術を体験してもらえた．単に楽しむだけでなく，仕組みについて質

問をしてくる来場者も多く，技術体験の場としては上手く機能したと思われる．  
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【工学基礎教育センター】 

模様のふしぎ 
講師：出原 浩史 准教授 

松本 仁  准教授 
 

  
私たちのまわりには様々な模様であふれている。動物や魚の表面の模様から雪の結晶に至るまで

様々である。しかもそれらは自然が自己組織的に作り出していることにも驚かされる。今回、比較

的簡単に絵具で作ることのできる不思議な模様を体験してもらうことをテーマとした。作り方は、

透明なアクリル板の上に少量の絵具をつけ、それをもう一つの透明なアクリル板ではさみ、それら

を指で押すと絵具の粘性によって枝分かれ模様が自発的に現れる。専門的には Viscous fingering と

呼ばれる不安定性によって生じる模様であるが、押す力や絵具の量によって枝分かれ模様が違って

くるのが非常に興味深かったようで、参加者から模様が出来る仕組みに関する質問がしばしばあっ

た。作ったものは持って帰ってもらった。参加者は 150 名ほどであり、その大半が小学生以下の児

童とその保護者であった。絵具という身近なものでも複雑な模様を作ることができるという体験を

通して、科学に興味をもってもらえたのではないかと思っている。 

      
墨流しは、マーブリングともよばれ、水面に絵の具を垂らしてできた模様を、紙に写し取る技

法である。日本では、9 世紀頃の平安時代から伝わる伝統芸能であるが、様々な科学が潜んでい

る。墨流しでは、墨汁や水に溶けない疎水性の顔料を用いる。これと洗濯糊の成分であるポリビ

ニルアルコール（PVA）とを混ぜて絵の具を作ると、顔料は水に溶けることなく、水面に大きく

広がる。また、顔料は PVA と触れ合っており、他の色の顔料とは混ざらず、水面にきれいな模様

を作ることができる。これを、半紙などの紙に写し取ることで、模様が固定される。紙はセルロ

ースからできており、水にも油にも馴染む性質を有するため、疎水性の顔料とも相性がよい。今

回は、半紙に写し取って「しおり」に加工したものと、インクジェット用のハガキに写し取った

ものを「絵はがき」として作製してもらった。白液という白色の墨汁を用いれば、模様のない部

分も作ることができる。水面では淡い色の墨流し模様が、紙に写し取ることで鮮明になり、驚か

れる方が多い。世界に一つだけの模様の作品を、持ち帰ってもらった。 
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【教育研究支援技術センター】 
ものづくり体験教室 
講師：真木大介，田之上二郎，安井賢太郎，金丸慎太郎  

濵畑貴之，井料良輔，矢野康之（技術職員） 
 

  
機械加工実習や教育･研究で使用する部品の製作を行っている「ものづくり教育実践センター」

を会場とし、センター内機器を使用した『ものづくり体験教室』を出展した。来場者は加工体験

テーマの中から 1 つを選択して下記の加工を行った。 
〇浮沈子づくり（体験時間 40 分） 

1. 予め足場をひいた色ガラス管の先端を酸素バーナーで加熱後、吹いて球状にする。 
2. 球状のガラスの上に別の色ガラスを足していき、顔を描いたり模様を入れたりする。 
3. 足場をカットして焼きなました後、水槽内で浮かぶことを確認し、カットした箇所から

適量の水を入れて沈みやすくなるように調整する。 
4. 水の入ったペットボトルに移し替えて完成。 

〇迷路盤づくり体験（体験時間 40 分） 
1. パソコンを使用して、迷路をデザインする。 
2. マシニングセンタにて、作成したオリジナルの迷路を削る。 
3. 削った迷路盤にタップを使用して 4 か所にねじ切りを行い、アクリル蓋をねじで固定して

完成。 
 

来場者の年齢を考慮し、スタッフが適宜サポートしながら時間内に完成できるよう工夫した。体

験者数は浮沈子づくり 16 名、迷路盤づくり 16 名、計 32 名であった。内訳として浮沈子づくり、

迷路盤づくり共に小学生が多い結果となった。体験者アンケートでは「楽しかった、来年も是非作

りたい」という意見が多く、「普段することない事ができて楽しかったし、いい経験になりました」

「滅多にできない体験ができてよかったです」という意見もあり、今回のものづくり体験教室を通

して『ものづくり』の面白さを体験していただいたのではないかと思う。 

               
          
  
 
 
 
 
 
 

  
 
 

写真 出展状況（体験の様子と製作品） 

 

（b）迷路盤づくり体験 （a）浮沈子づくり体験 
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「虫ロボットを作ってみよう!!」 

 
教育研究支援技術センター 

金丸慎太郎、正入木未来、高塚佳代子 
長友敏、西岡祐介、外山貴子、玉作真一 

 教育研究支援技術センター（以下、技術センター）では、8/4 に宮崎科学技術館で開催された「青

少年のための科学の祭典 2018 宮崎大会」に出展した（開催期間：8/4～8 /5）。今年度は、「虫ロボ

ットを作ってみよう!!」と題し、オリジナル虫ロボットの製作を行った。 

 今回製作した虫ロボットは、円盤型の振動モーターに歯

ブラシを接着し、モーターの振動が歯ブラシに伝わること

で前後左右にぶるぶると動く仕組みとなっている。本作品

を製作するにあたり、はんだごてを使用することから、安

全性を考慮し、専用のプリント基板を製作することで作業

工程の簡略化を図り40分程度で製作が完了するよう作業工

程を計画した。下記に作業工程を示す。  
(1) 振動モーター付き基板に電池ボックスを固定し、は

んだ付けする。 
(2) 歯ブラシを振動モーターに両面テープで好きな位

置に固定する。 
(3) 好きな虫の絵柄（画用紙）を切り取り、マジックテ

ープで取り付けて完成。  
出展当日は、小学生を中心に 56 名の方々に参加をいただいた。完成後は、電池を入れて専用の

サーキットコースにて動作確認を行い、虫ロボットがコースを走る様子を見て子供や一緒に参加さ

れた保護者の方々も楽しまれていた。参加者に対して行ったアンケート結果では、はんだごてを初

めて使用した参加者は全体の 8 割を超えていたが、難易度についての設問に関して「難しかった」

と回答した人は 3 割であった。また、作業時間に関しての設問に関して「ちょうどいい」と回答し

た人は全体の約 7 割、今回の体験が「おもしろかった」と回答した人は 9 割を超えていた。また、

参加者から「回路の仕組みが分かったり、はんだ付けをすることが楽しかった」といった感想もい

ただいた。今回の出展を通して科学の面白さを体験していただいたのではないかと感じた。  
 

 

 

 

 

 

会場の様子①        製作時の様子①       製作時の様子② 

青少年のための科学の祭典 ２０１８宮崎大会の報告 

虫ロボット（完成品） 

虫ロボットの仕組み 
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                                      宮崎大学産学・地域連携推進会議委員    

宮崎サイエンスキャンプ実行委員 山内 誠 

「宮崎サイエンスキャンプ（科学どっぷり合宿）」は、平成１３年度から宮崎県事業の一環として継続

して実施しており、昨年度から「みやざきサイエンティスト育成事業」の名の下に開催された。その目

的は、合宿による先端科学技術体験学習を通して、中・高校生の理科への興味・感心を高めるとともに、

新たな科学技術の創造への夢と意欲をもたせることである。宮崎大学はこの事業に全面的に協力してお

り、今年度も工学部、農学部及び医学部で体験学習が行われた。 

なお、「みやざきサイエンティスト育成事業」は、宮崎県の小学校から大学にわたる学校種間で協力し

て実施する連携事業で、このような連携は全国的にも珍しく、宮崎県の極めて独創的な活動である。 

                   記 

日時： 平成３０年８月６日から８月９日 （宿泊場所：青島青少年自然の家） 

8 月６日 ９時３0 分 開会行事 （宿泊場所） 

 1３時０0 分 オリエンテーション （宮崎大学） 

 15 時４５分 講習会 （宮崎大学） 

8 月７日及び８日 9 時―16 時 体験学習 （宮崎大学） 

 16 時 30 分ー18 時０0 分 講習会 （宮崎大学） 

8 月９日 ９時００分 感想発表会 （宿泊場所） 

 １２時３０分 閉会行事 （宿泊場所） 

体験学習場所：宮崎大学工学部、農学部、医学部 各学部４講座で体験学習；合計１２講座 

対象者・参加者：宮崎県内全域の中学校及び高校からの応募者８３名から選考された４０名（中学３

年生１０名、高校１年生１２名、高校２年生１８名）の生徒が参加した。 

内容： 

受講生は青島青少年自然の家を宿泊場所として、初日のオリエンテーションでは、各学部で開催

される講座内容を中心とした研修を受講した。2日目と3日目の昼間は９時から16時まで上記の学

部の実験室で科学実験を体験した。工学部では「画像処理プログラムを体験してみよう」、「バーチ

ャルリアリティやドローンなど最先端の映像技術」、「色素を合成して色の変化を観察しよう」、「ご

みを資源として甦らせ環境を守る」の４講座が、農学部では、「魚のからだづくりとメダカについて

学ぼう」、「人工多能性幹細胞（iPS細胞）ができるまでを体験してみよう」、「魚の美味しさについて

学ぼう」、「発酵に関わる色々な微生物」の４講座が実施された。また、医学部では「蛍光で遺伝子

を見つけよう！」、「遺伝子ＤＮＡの観察に挑戦」、「くすりは何故効くの？」、「身近な寄生虫を見て

みよう」の４講座が実施された。受講生はこれらの実験講座の中から自分の興味ある２つの講座を

選択し、１日につき１つの講座を体験学習した。また、夜の講習会では各学部から教員や院生・学

生が参加し、大学での学習、研究や生活などについて受講生との懇談を行なった。工学部からは４

年生と大学院生を合わせて２６名と教員１名が参加した。 

受講生アンケートによると、「工学部についての意識が高まった。」、「感想が紙面に入りきらないく

らい楽しく、また勉強になりました。」、「本当に大きな収穫となった。」、「宮崎大学に行きたいと心の

底から思えた。」などの感想が寄せられ、すべての生徒が満足してくれたようである。 

宮崎県「みやざきサイエンティスト育成事業」の 

「宮崎サイエンスキャンプ」 
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工学部で開講された４つの講座の題目、担当者及び受講生へ案内した内容 

 

講座番号５ 

題目：「画像処理プログラムを体験してみよう」 

担当：椎屋 和久 助教（電気システム工学科） 

内容：画像処理技術は、ロボット・自動車・医療・セキュリティなどさまざまな分野で利用され、非常

に身近なものになっています。はじめに、ディジタル画像と画素、ディジタル画像の種類、色の

表現などの基本的な知識を習得しましょう。簡単な画像処理の例について説明します。その後、

画像処理ソフトウェアの使い方を学びましょう。いくつかの画像処理の関数や手法、プログラム

の書き方などを説明します。自分で実際にプログラムを書いてみて、結果がどうなるのかを体験

してみましょう。 

 

講座番号６ 
題目：「バーチャルリアリティやドローンなど最先端の映像技術」 
担当：坂本 眞人 准教授（情報システム工学科） 
内容：今日、画像処理、コンピュータグラフィックス（CG）、アニメーション、バーチャルリアリティ

（VR）、拡張現実（AR）など映像技術がめざましい発展を遂げており、今後も重要なコミュニケ

ーション手段の一つとして科学、設計、農業、医療、教育、訓練、経営、芸術、娯楽など様々な分

野に貢献していくことでしょう。本講座では、これら映像技術の変遷と今後の動向について勉強

して頂き、実際に画像処理、CG、アニメーション、VR、AR、ドローンによる空撮など最先端の

映像技術の一端に触れながら理解を深めて頂こうと思っています。 
 
講座番号７ 
題目：「色素を合成して色の変化を観察しよう」 
担当：松下 洋一 教授（環境応用化学科） 
内容： 世界で最初の合成染料（合成有機色素）は 1856 年にアニリンから合成されたモーベインという

紫色の分子で，その後フクシンなど赤～紫色を示すアニリン色素が作られました。1880 年にはド

イツで藍の色素のインディゴを人工的に合成することに成功し，1897 年にドイツの BASF 社が工

業生産を開始し，今では天然藍染はほとんど人工インディゴ染色に置き換わっています。皆さん

には，インディゴの合成と染色およびインディゴを水溶性に化学変化させた色素溶液を用いる還

元剤による色変わりカメレオン反応を体験してもらいます。また，最先端の合成技術で蛍光色素

をつくり，反応溶液にブラックライトを当てて蛍光発光を観察してもらいます。時間が許せば化

学発光するゲルカプセルを作り，幻想的に光る海ホタルも体験します。化学合成色素の多面的な

性質と利用を学んでください。 
 

講座番号８ 

題目：「ごみを資源として甦らせ環境を守る」 

担当：関戸 知雄 助教（社会環境システム工学科） 

内容：日本は採取できる資源が少なく、国土の狭い国です。今後は、ごみをリサイクルし、資源やエネ

ルギーとして社会の中で安全に循環利用する技術開発が求められています。この体験学習を通し

て、 

(1)ごみ中にはどんな有用な物質が含まれているのか？ 

(2)どんな有害物質がごみ中に含まれている？ 

(3)ごみのリサイクルは安全か？といった点について、わかりやすく講義をします。 

実験演習では、実際のごみやごみを燃やした後に出てくる灰の中に含まれる様々な物質を測定し

て、環境を守りながらリサイクルを進めていく技術について考えます。
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実 施 風 景 
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                       宮崎大学産学・地域連携推進会議委員     

北高 SSH 運営指導委員会委員  山内 誠 

 

宮崎県立宮崎北高等学校は平成 15 年度以降、文部科学省からスーパーサイエンスハイスクール（SSH）

の指定を受けている。平成 28 年度は平成 24 年度からの 5 年間の指定を終え、平成 29 年度から平成 30

年度までは 2 年間の経過措置を受けている。宮崎大学は、SSH 指定初年度より同高校からの協力要請を

受け、工、農、教育文化学部からそれぞれ 1 名の運営指導委員が委嘱され、その運営,、および第 4 期申請

に向けた活動に協力している。 

北高の SSH における研究課題は「科学的な探究方法の学びや体験をとおして、事象や原因を客観的に

捉え解明しようとする態度や論理的な思考力を身につけさせるとともに、国際的な視野に立って自らの考え

を発信し、将来、科学の発展に寄与できる人材の育成をめざす教育課程や指導方法、及びその研究成果

の普及に係る研究開発」である。 

 

記 

 

平成３０年度 宮崎北高等学校 SSH に対する協力 

1．運営指導委員会（いずれも欠席） 

    第 1 回 平成 30 年 7 月 11 日  宮崎北高等学校 尚志館 

    第 2 回 平成 3１年 2 月  １日  宮崎北高等学校 尚志館 

              

2．推薦入試合格者への入学前指導内容の指定 

宮崎大学のセンター試験を課さない推薦入試合格者に対し、入学前に工学教育基礎センターが

数学、物理の課題を課している。 

 

   3．「スーパーサイエンスコミュニケーションⅠ」への学生、留学生の派遣 

例年どおり、工学部国際教育センターが留学生や英語の得意な学生を派遣し、北高生徒の英語

によるポスター発表に対して、英語での質問、討論を行った 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎北高等学校スーパーサイエンスハイスクールへの協力 
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宮崎県立宮崎西高等学校付属中学“「探究」の時間”講義協力 

 
 宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学の面白さや

奥深さを伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探究」の時間が設定され

ている。この講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 
 
講義実施日：平成 30 年 12 月 18 日 
講義名：「医療・福祉の分野へ応用可能なロボット技術」 
   
【講義内容】 
 2018 年 12 月 18 日に宮崎県立宮崎西高等学校付属中学 1 年生 2 クラス約 80 名を対象に、「医療・福

祉の分野へ応用可能なロボット技術」というタイトルで講義を行った。過去この講義は宮崎大学で行っ

ていたが、今年度は宮崎西高等学校付属中学で行った。講義の内容は、まず大学とは、工学部とはどん

なところなのか、私の学生時代（特に宮崎大学の学生時代）、最新の脳研究（ブレインマシンインターフ

ェイス）、大学で開発している福祉・介護機器の紹介（特に表情筋での車椅子制御システム、ロコモティ

ブシンドローム推定システム）およびそれらの基礎知識に関して座学形式で講義を行った。質問が例年

より多く、積極的な生徒が多いと感じた。その後、3 グループに分かれてもらい、筋電位計測体験、開

発したばかりのロコモティブシンドローム計測機器の体験、目線でパソコンを制御する体験をしてもら

った。ほぼ全員の生徒に対して、歩行動作からのロコモティブシンドローム計測を行い、その結果を確

認してもらった。それぞれの体験には、大学院生 1 名が説明を担当し、中学生にもわかりやすく説明す

るよう心がけた。 
 講義中多くの生徒は熱心にメモ等を取りながら聞いており、また、体験にも積極的に参加しようとす

る姿勢が感じられた。しかし、装置体験に熱中してしまい、騒がしくなる場面も多々あったが、講義お

よび体験内容には興味を持ってくれたのではないかと思われる。最後の代表者挨拶も、講義と関連のあ

る内容を自身の言葉でまとめており、将来が楽しみである。近い将来、本講義を受けた生徒の中から工

学の分野で活躍する人材が出てくることを期待している。 
 
 
 
   
 
 
 
 
 

宮崎西高等学校附属中学校への協力 
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宮崎県立宮崎西高等学校付属中学では「総合的な学習」の時間を活用して、中学生に科学の面白さや奥

深さを伝え、将来、科学の分野で世界をリードする生徒の育成を目指した「探究」の時間が設定されて

いる。この講義の実施に際し、下記の講義を担当した。 
 

平成 30 年 11 月 29 日 

「折り紙と数学」工学基礎教育センター 伊藤 翼 助教 

 

【講義内容】 

2018 年 11 月 29 日に宮崎西高等学校附属中学校視聴覚室にて，２年生２クラス約８０名を対象として

「折り紙と数学」というタイトルで講義を行った．前半の講義では，数学の研究とはどういったもので

あるのかについて説明し，具体的な例として四色定理などについて解説した．また，ルジャンドル予想

やゴールドバッハ予想などの未解決問題についても紹介した．数学といっても様々な分野があることや

未解決問題が多く残されていることに驚いたようである．後半の講義では，折り紙を使い，手を動かす

ことで数学の定理の素晴らしさを体験してもらった．一枚の紙に書かれた多角形は，上手に折ったあと

で，ハサミで直線に切るだけで切り抜くことができるという一刀切りの定理が知られている．様々な多

角形に対して実際に一刀切りができるか挑戦してもらった．最初は簡単な図形でも折り方に苦戦してい

たが，何回か試してみるとコツ掴んだようで上手に折ることができるようになっていた．講義の最後に

すべての多角形は一刀切り可能であることを教えると非常に驚いていた．数学に興味にある学生も多く，

講義が終わってからも多くの質問を受けた． 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮崎西高等学校附属中学校“「探究」の時間”講義 
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学科長：Thi Thi Zin 
 

 電気システム工学科では，平成 26 年から高鍋高校普通科探求科学コースの科目の一つであるサ

イエンス探究ツアーに協力しており，今年度で 5 回目となる。本年度も，電気システム工学科の教

員が同高校の生徒さん向けに探究実験に取り組んだ。受入れ学生数は 42 名で，5 名程度の少人数の

グループに分かれ，10 名の教員で対応した。 

まず，電気システム工学科の紹介および安全講習を行った。その後，各研究室に分かれ，以下の

9 つの実験に取り組んだ。受講した生徒の皆さんは真剣に，話し合いながら積極的に実験に取り組

んでいた。また，昼食時間には，ティーチングアシスタントの大学生と一緒に大学生協にて昼食を

取り，大学生活の一部を経験してもらった。最後に，バスまでの移動を利用し，キャンパス内の施

設見学を行った。 

 

氏名 探求課題（実験） 

林 則行 教授 電気の作り方を体験する。 

横田 光広 教授 無線通信における人体遮蔽の影響について 

淡野 公一 教授 LED 調光回路の製作と評価 

迫田 達也 教授 プラズマ利用の環境浄化とフードビジネスへの挑戦 

Thi Thi Zin 教授 

椎屋 和久 助教 
画像検索の仕組みについて体験する 

松本 寛 准教授 回路シミュレ－タ SIMETRICS を体験する。 

武居 周 准教授 並列計算にチャレンジ 

加来 昌典 准教授 光のいろいろ 

長田 尚一郎 助教 磁気でみえない金属欠陥を探る 

 

【日程】平成３０年７月２７日（火） 

      8：40 学校発（高速経由） 10：00 宮崎大学工学部到着 

10：15～10：30  電気システム工学科の説明および安全講習（15 分）＠地域デザイン棟 

    10：30～12：30 サイエンス探究実験（研究室に分かれて実験：120 分） 

    12：30～13：30 昼食（宮崎大学学食／実験 TA の学生と一緒に） 

    13：30～14：30 サイエンス探究実験（60 分） 

    14：30～14：45 総括および生徒代表挨拶（各班の代表生徒：15 分） 

＠プレゼンテーションルーム（D-204） 

    14：45～15：00 バスまで移動 

    16：00 学校着（高速経由） 帰校後まとめの時間を約 30 分程度とり、終礼 

 
 
 
 

宮崎県立高鍋高等学校「サイエンス探究ツアー」の実施 
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数学担当      伊藤翼 （工学基礎教育センター） 
工業（機械系）担当 河村隆介（機械設計システム工学科） 

 
 

本ネットワークは、宮崎県下の高等学校と宮崎大学工学部との教育に関する様々な連携活動を踏

まえ、平成１８年に設立されました。設立以降、数学・物理・化学・工業（機械系・電気系）の各

部会で継続して高大連携が進められています。本稿では、平成３０年１月から１２月における本ネ

ットワークの主な活動の概要を紹介します。より詳しい活動報告等は専用のウェブページ（宮崎大

学工学部のトップページに入り口があります）に掲載していますので是非ご覧ください｡ 
 

「高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク」ウェブページアドレス 
http://www.miyazaki-u.ac.jp/tech/eng-network/index.html 

 
 
１．高大連携と教科間の連携（物理・数学） 

物理部会では、高大連携の柱として｢高等学校と大学との物理教育に関する連絡会｣を定期的に開

催している。この会合では、学内外から講師を招いての各種講演会や、高校や大学の教員による教

育研究の発表などが行われている。平成３０年には３回の会合が開催された。以下に各会合の概要

を紹介する。 
 
 

○第３４回会合（平成３０年３月４日） 
宮崎大学工学部電子物理工学科から講師を招いての「高校生の課題探求活動としての流星観測」

と題する講義が行われた。流星現象についてわかりやすく解説された後に、流星現象を通じて、こ

れまで行ってきた高校生などへのアウトリーチ活動についての紹介をされた。流星は身近な物理現

象の割に意外に複雑な側面も持っており、ユニークな課題探求のテーマとなることを説明され、興

味を持った方も多くいたようである。続いて、「高校数学の教育課程の変遷」について、これまでの

歴史を説明し、次期学習指導要領の改定案に関して変更点を中心に解説が行われた。そのあとで、

数学の変更点を踏まえて、物理の授業でどのように対応すべきか様々な議論が行われた。 
 
 

○第３５回会合（平成３０年７月２１日） 
宮崎大学工学部環境ロボティクス学科から講師を招いての「ものづくり＋実験による理系科目へ

の興味誘導」と題する講義が行われた。高校生向けに実施されたサイエンス体験講座「前にも後ろ

にも飛べる飛行機づくり」の内容に関して、体験・実演を交えて紹介された。続いて、平成 34 年

度より高校で導入される共通科目「理数」、および、「理数探究基礎」「理数探究」をテーマとし、そ

の目的や実践例などの紹介が行われた。理数系探究活動を通して身につけてほしい内容について理

解は深まったが、実際の教育現場においてどのように実践していくかについては工夫が必要であり、

高等学校と宮崎大学工学部との教育ネットワーク 
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活発な議論が行われた。今後も重要なテーマの一つであると思われ、次回の会合でも協議が行われ

ることとなった。 
 
 
○第３６回会合（平成３０年１１月２３日） 
宮崎大学工学部電子物理工学科から講師を招いての「2018 年ノーベル物理学賞の解説 -レーザ

ー物理の革新的発明-」と題する講義が行われた。2018 年のノーベル物理学賞は「光ピンセット」

と「高強度パルスレーザー」の発明に対して送られた。いずれもレーザー物理学の分野における革

新的な発明で、物性物理分野だけでなく医療や生化学において様々に応用されてお、宮崎大学にお

けるレーザー応用研究を紹介された。また、前回の会合に引き続いて「理数系探究活動」をテーマ

に協議が行われた。宮崎南高校ではすでに具体的な取り組みを開始しており、どのような探究活動

を実践しているかについて紹介があり、理数系探究活動としてのテーマ設定のあり方について議論

を交わした。 
 
 
２．インターンシップ（機械系） 

①大学での工業高校生のインターンシップについて 
「工業高校生のインターンシップ」（機械系工業高校生のための宮崎大学での体験授業）を平成

３０年７月２５日、２６日、２７日の３日間で実施した。この行事は高大連携協議会（機械系）に

おいて高校側から提案された要請に応えて平成２７年度から実施され、今回で第４回目となる。工

学部では今年度より推薦入試に代わりＡＯ入試を９月中旬に行うため、高校側からの要望に応じて

開催日程を昨年度より１か月弱早くした。参加生徒は宮崎工業高校（１名），都城工業高校（４名）

からの合計５名であった。最初に、学科紹介とオリエンテーションを行った後、３日間にわたり５

テーマ分の体験授業を実施し、各テーマに対するレポートを提出させ、最後に発表会と質疑応答を

行った。体験授業後、参加生徒に体験授業の概要を作成させる時間を設け、生徒が体験授業の内容

を整理できるように配慮した。発表会後に実施した受講生へのアンケート結果によれば、参加目的

は大学教員による授業体験、進学の参考、大学の教室・設備の見学であり、目的の達成感が大きい

と生徒から回答があった。 
 
②高校での大学生のインターンシップについて 
本学機械設計システム工学科２年生１名が宮崎県教育委員会主催の平成３０年度スクールトラ

イアル事業に参加した。この行事は県内大学の１、２年生で高校教諭を希望している学生等を対象

に高校教諭の業務に対する理解を深めるため、高校教諭の日常の職務内容を体験するものである。

参加学生は７月２８日に宮崎国際大学でオリエンテーションを受講した後、希望する高校で３日間

の学校体験を行った。主な内容は、職員朝会への出席、授業や実習の見学、部活動見学、在校生に

対する講話である。参加学生の学校体験報告書によれば、高校教諭が様々な仕事をする場面を見学

し、高校教諭はやりがいのある職業であり、高校教諭になるために精進したいと抱負していること

がわかった。 
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３．高大連携協議会（機械系） 
工業系部会では、宮崎県下の工業高校と宮崎大学工学部との間での協議会を継続的に開催してい

る。平成３０年は機械系において次の協議会が開催された。 
 
○平成３０年１２月４日（於 宮崎大学） 
高校の進路状況、大学の近況および進路状況、高校での英語教育カリキュラム、大学での英語教

育カリキュラムや TOEIC 試験への受験への取り組みについて相互に情報交換を行った。今後の高

大連携について以下のとおりに協議を行った。 
①大学での工業高校生のインターンシップについては、次年度，高校１，２年生の進学希望者を

主な対象としてお盆明けに実施することにした。 
②高校での大学生のスクールトライアルについては，次年度も学科１，２年次の学生に対してス

クールトライアルについて案内することにした。参加する学生が大学の魅力を高校生に伝える取り

組みを行えば，高校と大学との交流がより深まるのではないかという意見があった。 
その他，工業高校から本学へ入学した大学院修士学生の一人が海外で開催された国際学会で Best 

Paper Award を受賞したという報告があった。また，ＡＯ入試の活動報告書について質疑応答を行

った。高校側から今年度のＡＯ入試の実績について情報開示の要望があり，教務係へ問合せの上，

工学部の各学科別の志願者数および合格者数について情報を高校に提供した。 
以上
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 宮崎大学では、本学の教育研究について地域の理解を深めることを目的として、高等学校や高等

専門学校に本学教員が出向いて講義を行う「出前講義」を行っています。学問の最先端の話題や魅

力についての紹介や、本学の入学者受け入れ方針・教育目標について説明します。高等学校と本学

との連携の一環として、お気軽に御利用ください。申し込み・お問い合わせは宮崎大学学生支援部

入試課までお願いします。 

 平成３０年に工学部の教員が行った研究内容の講義および工学部の案内(進学説明を含む)を

紹介します。 

 

 

題  目 振動を抑える・測る・利用する 

 担当教員 機械設計システム工学科 盆子原 康博 

 日時 講義先  6月16日（土）10:30～12:00 小林高等学校 22名 

 講義内容 

  ものづくりおける機械力学の役割や機械振動に関連した研究テーマについて簡単な実験を交え

ながら講義した。また、参加者が志望先の大学を検討している理系コースの 2 年生であったた

め、工学部（とくに機械系）の紹介や大学の選び方についても説明した。 

 

 

 

題  目 構造力学とインフラ構造物（橋梁）の長寿命化について 

 担当教員 社会環境システム工学科 森田 千尋 

 日時 講義先 6月9日(土) 10:00～11:50 宮崎県立宮崎北高等学校 97名 

 講義内容 

  まず、インフラ構造物、特に橋梁などを設計する際に必要な構造力学について説明した。 

現在、高校で学んでいる数学や物理が、どのように構造物の設計に使われているのを理解しても

らった。また、生活でよく使う橋梁の形式について説明し、さらに、現在のインフラ構造物の現

状を説明するとともに、簡易で安価で安全な点検・診断・補修補強などの技術開発を紹介した。 

 

 

 

題  目  Ｘ線天文学の講義 

 担当教員  電子物理工学科 森 浩二 

 日時 講義先  7月2日（月）18:00～18:45 宮崎県立宮崎工業高等学校 28名 

 講義内容 

  宮崎工業高校の定時制の生徒むけに、1 時間目の授業時間をつかって、Ｘ線天文学の講義をお

こなった。「物理を知らない子どもたちに物理の面白さを伝えてほしい」というリクエストだった

ので、なるだけ専門用語は使用せずに、身近な言葉を用いて講義をおこなった。 

 

 

出前講義（平成３０年度） 
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題  目  情報システム工学科と画像認識研究の紹介 

 担当教員 情報システム工学科 椋木 雅之 

 日時 講義先 6月29日（金）14:00～15:30 熊本県立大津高校 33名 

 講義内容 

  情報システム工学の紹介として、情報分野とはどのような分野か、何を学べるのかを具体的な

事例（アルゴリズムに関する講義）を通じて説明した。また、依頼者側の要望にあった入試に関す

る説明も行った。後半は、私の研究室で行っている画像認識研究の事例について紹介した。 

 

 

題  目  天然物を活かす化学変換や利用用途－Slow Technologyの勧め－ 

 担当教員 環境応用化学科 松下 洋一 

 日時 講義先  6月16日（土）11:30～12:50 宮崎県立日向高等学校 20名 

 講義内容 

  講義を聴講した生徒は 3 年生 20 人であった。はじめに，工学部の紹介ビデオ（約 16 分間）を

見てもらった。その後，講義題目のテーマで約 70 分間の研究成果の紹介をパワーポイントによる

プレゼンテーションで行った。高校生にも理解できる平易な内容で説明するように心掛けた。 

 

 

題  目  生活に役立つロボット技術 

 担当教員 環境ロボティクス学科 佐藤 治 

 日時 講義先  7月12日（木）14:55～15:55 鹿児島県立加治木高等学校 37人 

講義内容 

「工学部で学ぶことの面白さ」を伝えるために 

①企業との共同研究例（自動運転評価ｼｽﾃﾑ・ﾋﾞﾃﾞｵ） 

②高校履修内容（数Ⅱ，数Ⅲ，物理）と大学で学ぶ内容との関連 

⇒公式導出ﾌﾟﾛｾｽが重要， 

③ ﾒｶﾄﾛ演習（ﾏｲｺﾝ演習例，学生の作品/音楽演奏ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ・ﾋﾞﾃﾞｵ） 

④血圧計や全自動洗濯機等のマイクロコンピュータを組み込んだ例 

④ 最適制御計算例（計算回数と評価・実演）等について，平易な説明を試みた。 

 

 

題  目  画像処理応用 

 担当教員 電気システム工学科 Thi Thi Zin 

 日時 講義先  7月21日（土）10:40～11:50 宮崎県立都城西高等学校 57名 

講義内容 

  はじめに、工学部全体の紹介、学科の紹介（大学生活、講義日程の例、研究内容、主な就職先等）

をパワーポイントを使って説明した（約 12 分間）。その後、画像処理応用に関する研究成果の実例

を挙げてプレゼンテーションを行った（約 60 分間）。暮らしを快適に変える技術の進歩が、畜産を

主産業とする地域の活性化にどのようにつながるか、応用事例を紹介した。高校生にも理解でき、

興味を持てるような内容の説明に努めた。 
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題  目  シミュレーションで広がる物理の世界 

 担当教員  電気システム工学科 武居 周 

 日時 講義先  7月6日（金）13:30～15:30 熊本県立人吉高等学校 40名 

 講義内容 

   視覚的に捉えることができない電気・磁気と音のシミュレーションは,大変重要なトピックス

です。本講義では,スーパーコンピューターなどの並列計算機利用を前提とした大規模シミュレーシ

ョン技術を研究・開発することによって,私たちの生活環境や体の中などの電気と磁気，音の振る舞

いを明らかにすることによって電気エネルギーや通信技術の安全・安心，高品質な音空間の構築を

支えるといった取り組みついて講演します。  

 

 

 

題  目 ナノオーダーのミストを噴霧する機器の開発と農業分野への応用 

 担当教員  電気システム工学科 淡野 公一 

 日時 講義先 7月14日（金）10:30～12:00 宮崎県立日南高等学校 31名 

講義内容 

  ナノオーダーのミストを噴霧する機器の開発に関して，その構造と特長について説明し，その応

用として，農薬および忌避剤を噴霧した際の実験結果について説明した。 

 

 

 

題  目 『工場自動化から、サビースロボット、そしてAIによる日常生活の革命‼』 

 担当教員 環境ロボティクス学科 李 根浩 

 日時 講義先 7月15日（土）10:30～12:00 宮崎県立日南高等学校 48名 

 講義内容 

  工学部の各学科とセンターについての紹介、学科の紹介（研究分野、4 年間の講義流れ、就職先

など）、研究室の B4 学生の卒業研究について説明した。また、AI を用いたサビースロボットの現

状と今後の展望について講義を行った。 

 

 

 

題  目 課題研究に対するアドバイス 

 担当教員  環境応用化学科 塩盛 弘一郎 

 日時 講義先 6月14日（木）14:40～16:40 宮崎県立延岡星雲高校 17名 

講義内容 

  フロンティア科の2年生がおこなっている課題研究について、発表計画をプレゼンしてもらい、

今後の実施内容についてアドバイスをおこなった。まだ、実験そのものは実施していない状態であ

ったが、現時点でやるべきことについて提案していった。 
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題  目 課題研究に対するアドバイス 

 担当教員  電子物理工学科 前田 幸治 

 日時 講義先  6月14日（木）14:40～16:40 宮崎県立延岡星雲高校 17名 

講義内容 

  フロンティア科2年生の課題研究中間発表会で各グループの課題研究について、発表を聞いた。

その後内容について質疑応答や、アドバイスを行った。具体的には、植物の色素を用いた紫外線

の検出や、ブルーライトの効果、液体の表面張力などについて、話をした。 

 

 

題  目 課題研究に対するアドバイス 

 担当教員  電子物理工学科 森 浩二 

 日時 講義先  6月14日（木）14:40～16:40 宮崎県立延岡星雲高校 17名 

講義内容 

  フロンティア科の2年生がおこなっている課題研究について、発表計画をプレゼンしてもらい、

今後の実施内容についてアドバイスをおこなった。まだ、実験そのものは実施していない状態であ

ったが、現時点でやるべきことについて提案していった。 

 

 

題  目   課題研究に対するアドバイス 

 担当教員  電子物理工学科 荒井 昌和 

 日時 講義先  6月14日（木）14:40～16:40 宮崎県立延岡星雲高校 17名 

講義内容 

  フロンティア科2年生の課題研究中間発表会で各グループの課題研究について、発表を聞いた。

その後内容について質疑応答や、アドバイスを行った。具体的には、植物の色素を用いた紫外線の

検出や、ブルーライトの効果、液体の表面張力などについて、話をした。 

 

 

題  目 エネルギー問題と太陽電池について 

 担当教員 電子物理工学科 吉野 賢二 

 日時 講義先 7月25日（水）12:30～13:30 延岡星雲高等学校 17名 

講義内容 

  エネルギー問題について説明し、再生可能エネルギー、特に太陽電池の現状および太陽電池の発

電メカニズムについて、質問をしながら講義を行った。 

また、学内の施設（集光太陽電池）の見学も行った。 

 

 

題  目 課題研究に対するアドバイス 

 担当教員 電子物理工学科 大﨑 明彦 

 日時 講義先 7月25日（水）13:45～14:20 宮崎大学 19名 

講義内容 

  「アボガドロ定数の測定」、「ベイブレードを長く回転させる」、「水の表面張力」について高校生

が発表し、内容についてコメントした。「アボガドロ定数の測定」については、今年暮れに国際単

位が改定されアボガドロ定数は定義となる見通しで、テーマを変えるようアドバイスした。 
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題  目  ロボット動物園‼ 2018年 

 担当教員  環境ロボティクス学科 李 根浩 

 日時 講義先  ６月１日（金）10:50～12:40  宮崎学園中学校  ６８名 

講義内容 

  工学部と本学科の紹介をはじめ、動物・昆虫の振る舞いを着目した最新ロボット技術を四つのカ

テゴリー（地上・水中・空中・人間型）に従い、ロボット動物園として紹介した。さらに、ロボッ

ト技術の活用場面を具体的に説明した。 

 

 

 

題  目 『からくり人形から始まった、サービスロボットの最前線』 

 担当教員  環境ロボティクス学科 李 根浩 

 日時 講義先  8月3日（金）10：55～12：25 長崎県立佐世保西高校 40名 

講義内容 

  学科の紹介（アドミッション‐ポリシー、4年間の講義流れ、研究分野、就職先）を含め、私の

研究と研究室の卒業論文について紹介した。からくりから始まった日本ロボット研究の歴史を紹介

した。最近のサービスロボットの現状と新たな技術を説明した。 

 

 

 

題  目  宮崎大学におけるバイオマスエネルギーの研究開発 

 担当教員  環境応用化学科 塩盛 弘一郎 

 日時 講義先  7月28日（土）13：30～14：30 宮崎県立飯野高校 13名 

講義内容 

 まず自己紹介、宮崎大学工学部の紹介、環境応用化学科と研究室の概要紹介を行った。続いて

、バイオマスエネルギーの概要と現状、環境応用化学科でのバイオマスエネルギーの研究、研究

室で取り組んでいるバイオマス燃料製造による焼酎廃液処理プロセスの研究について紹介した。 

 

 

 

題  目 よりよい社会の実現を目指した土木計画学 

 担当教員  社会環境システム工学科 嶋本 寛 

 日時 講義先  10月25日（木） 9:00～12:20 鹿児島県立大島高等学校 29名 

講義内容 

 交通計画における最新のトレンドも紹介しながら，土木計画学が社会に果たす役割を 

例題を交えながら解説した。 
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題  目  廃棄物からオリンピックメダルをつくる都市鉱山リサイクルとは 

 担当教員  環境応用化学科 大島 達也 

 日時 講義先  10月9日（火）13：50～16：00 宮崎県立妻高等学校 47名 

講義内容 

 都市鉱山の概要、リサイクル金属による五輪メダル作成の計画などについて解説し、宮崎大学の

研究シーズである金の抽出分離技術について紹介した。 

 

 

題  目 工学と異分野の融合が創る未来社会 

 担当教員  電子物理工学科 福山 敦彦 

 日時 講義先  9月5日（水）13：40～15：30 宮崎第一高等学校 229名 

講義内容 

一年生が進路を選ぶために有益な情報提供をしてほしい旨の依頼であったため、工学がどのよ

うな分野で応用されているか、また異分野との融合で今後どのような未来社会が創られているか

を講義した。 

 

 

題  目 機械学習の仕組み 

 担当教員  情報システム工学科 池田 諭 

 日時 講義先  10月18日（木）13：50～15：40 宮崎県立宮崎西高等学校 55名 

講義内容 

 学科紹介をした後、ニューラルネットワークによる機械学習の概要を具体例を使って説明した

。 

 

 

題  目 「情報ランドへようこそ」 

 担当教員  情報システム工学科 伊達 章 

 日時 講義先 9月28日（金）14：40～16:30 宮崎学園中学校 74名 

講義内容 

 情報系学科に進学を希望する高校生がもつ、次のような問に回答する講義をした： 『情報系

学科に進学すると、1) 具体的にどんな科目を勉強するの？ 2) 卒業後の進路？  3) どうやっ

て大学を選べばいい？』 

 

 

題  目 未来を探る先輩課外授業 

 担当教員  環境応用化学科 菅本 和寛 

 日時 講義先  11月10日（土）8：30～12 ：00 福岡県立八幡高等学校 52名 

講義内容 

 宮崎大学の紹介，大学の選び方，大学の過ごし方，博士の取得方法などを講義した。 
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題  目 サビースロボットの最前線！ from 環境ロボティクス学科 ～ 

 担当教員  環境ロボティクス学科 李 根浩 

 日時 講義先  3 月 8日（金）13 ：45～15 ：25 宮崎県立佐土原高校 29 名 

講義内容 

 環境ロボティクス学科の紹介（研究分野、4年間の講義の流れ、就職先など）、研究室のB4学生

の卒業研究について紹介した。また、サビースロボットの現状と今後の展望について講義を行っ

た。 

 

題  目 機械工学と宇宙用小型ロケット推進機の研究 

 担当教員  機械設計システム工学科  各務 聡 

 日時 講義先  3月8日（金）13：45～15：30 宮崎県立佐土原高校 20名 

講義内容 

 人工衛星搭載用小型ロケット推進機を例として，大学で行う研究について紹介した。また，学年

毎の生活（専門性が年々高まること，4年次は研究中心であること）などについて説明した。 

 

題  目 光をつかったものづくり 

 担当教員  電子物理工学科  横谷 篤至 

 日時 講義先  3月8日（金）13：45～15：30 宮崎県立佐土原高校 16名 

講義内容 

 前半では工学部の学科構成、電子物理工学科の概要について説明をした。研究内容紹介について

は、まず光とは何か、様々な光の性質光について解説した。休憩を挟んで後半ではなぜ光がものづ

くりに使えるのかについて説明をした。いくつかの研究成果も簡単に紹介した。 

 

題  目 シミュレーションで広がる物理の世界 

 担当教員  電気システム工学科  武居 周 

 日時 講義先  3月8日（金）13：45～15：30 宮崎県立佐土原高校 30名 

講義内容 

 物理現象と一言でいっても，古典物理学だけで万有引力から熱力学・流体力学・電磁気学等多岐

にわたる。その中でも目で直接見る（観る）・感じることが困難な電磁気現象を明らかにし，その

具体的な振る舞いを知るために必要となるシミュレーション技術について概説する． 

 

題  目 ネットワークセキュリティと情報を活かした地域貢献について 

 担当教員  情報システム工学科  油田 健太郎 

 日時 講義先  3月8日（金）13：45～15：30 宮崎県立佐土原高校 39名 

講義内容 

 AO入試、オープンキャンパスについて案内した後に、前半、ネットワークセキュリティについて

、後半は情報を活かした地域貢献について講義しました。最後に質問コーナーを設けました．当日

は情報システム工学科の４年生（佐土原高校OG）に来てもらいました。 
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環境ロボティクス学科 

横道 政裕 

 

宮崎大学工学部と株式会社ホンダロックとの間で平成20年9月16日に締結された｢産学連携に関

する基本協定書｣に基づき産学連携活動を｢技術開発分科会｣、｢人材分科会｣、そして｢知的財産分

科会｣において実施してきた｡また、各年度の4月に定例協議会を実施してきた｡ 

平成30年度の各分科会および定例協議会の活動実績は以下の通りである｡ 

 

【技術開発分科会】 

技術テーマとしては研究開発領域において「塗装による銀ナノ粒子の配列シミュレーション」

(出原教員、辻川教員、松本教員、横道教員)について活動を行った。 

 

【人材分科会】 

平成30年6,7月に採用試験を実施し、1名が内定した｡ 

短期インターンシップを二回実施し、延べ4名を受け入れた。 

 

【定例協議会】 

平成30年6月7日に、ホンダロック社会議室にて実施された｡工学部から6名、ホンダロック社か

ら6名、外部専門家委員1名（宮崎県工業技術センター）が出席し、2017年度活動実績、2018年度

活動予定、そして今後の展開についてホンダロック社から報告が行われ、それぞれの事項につい

て質疑応答がなされた｡そして外部専門家委員、ホンダロック社、工学部からの講評が行われた｡

 

株式会社ホンダロックとの産学連携事業 

図：6/7 実施の定例協議会の風景 
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宮崎大学工学部では、地域との連携の一環として、地元企業からの卒論テーマを募集し、学生の研究

課題としております。平成１９～３０年度の１１年間に採択され、実際に取り組んだテーマの一覧（提

案企業、研究内容、担当教員）を記載します（平成２９年度採択なし）。 
 
平成１９年度（７件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
(有)新福青果 ミニゴボウ収穫方法に関する研究（引抜き収穫のための力学的

検討） 

鄧教員 

（株）沖マイクロデザイン 液晶ドライバの位相補償法に関する検討 淡野教員 

（株）沖マイクロデザイン アナログ集積回路の高線形化技術 淡野教員 

宮崎県木材利用技術センター 蒸気加熱式木材乾燥機内の風速分布に関する研究 平野教員 

旭化成ケミカルズ(株) 結晶セルロース（MCC)粒子表面と多糖類間相互作用のミクロシ

ミュレーション解析 

湯井教員 

(株)ブリヂストン 難燃性イオン液体の開発 保田教員 

白上教員 

宮崎県企業局 自然エネルギーから作った電気で水を分解して水素を取り出す

研究 

大坪教員 

 

平成２０年度（８件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
(株)ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発及びその光・電気化学的挙動解析 白上教員 

富士シリシア化学株式会社 コバルトフリー型新規湿度インジケーターの開発 保田教員 

旭化成ケミカルズ（株） 晶性セルロース（ＭＣＣ）粒子表面と多糖間相互作用のミクロ

シミュレーション解析 

湯井教員 

（株）沖マイクロデザイン ＬＳＩ内部に作り込む温度センサー回路 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なデータベースの構

築 

淡野教員 

三和精密工業株式会社 アルミ鋳造用金型の熱損傷分析と改善策の検討 鄧教員 

（有）新福青果 ミニゴボウ生産用農機の開発 鄧教員 

（株）ホンダロック フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

 

平成２１年度（３件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
（株）ブリヂストン中央研究所 難燃性イオン液体の開発 白上教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータベー

スの構築 

淡野教員 

田村教員 

（株）ホンダロック生産技術部 ピン・プレート型フレキシブルワーク固定治具の開発 鄧教員 

企業提案による卒論テーマ 
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平成２２年度（７件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
東京国際技術研究所 平板反射集光型太陽電池の出力特性の評価 迫田教員 

（株）ひなもり銘木 木材の在庫管理および販売のための効率的なＷｅｂデータベー

ス構築・運用 

淡野教員 

田村教員 

社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセンター 視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 淡野教員 

田村教員 

(有)鹿嶋福祉器研究所 福祉用具らくらくつりわ金具による故意の事故防止対策研究 淡野教員 

田村教員 

(株)ウィズダム 新たな農薬散布機器の開発：効果の理論的解析と人体への影響

に関する考察 

淡野教員 

(株)ブリジストン中央研究所 発光性イオン液体の開発 白上教員 

(株)ホンダロック生産技術部基幹技

術課 

フレキシブルワーク固定治具の実用化 鄧教員 

 

 

平成２４年度（４件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
ＰＶＧ Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ株式会

社 

両面受光型太陽電池モジュールの屋外出力評価 西岡教員 

瑞穂医科工業株式会社 骨格系部材疲労試験機の設計製作 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

（株）ウィズダム サブミクロンミスト発生装置のミスト径コントロールシステム

の構築 

淡野教員 

 

平成２５年度（２件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
東九州メディカルバレー構想 コー

ディネータ 

ロコモ症状と年齢との相関に関する研究 鄧教員 

多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和性能の向上に関する研究 鄧教員 

 

 

平成２３年度（４件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
社会福祉法人恵佼会ＣＡＤセンター 視覚障害者のためのトイレ室内誘導・補助システムの開発 田村教員 

（株）ウィズダム ナノミスト噴霧装置を用いた農作物への忌避剤噴霧実験 淡野教員 

（株）ひなもり銘木 発光性イオン液体の開発 白上教員 

（株）キヨモトデックイチ自動機部 汎用根菜収穫期の実用化 鄧教員 
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平成２６年度（１件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
多田産業株式会社 剣道防具の打撃緩和技術と面の耐久性に関する研究 鄧教員 

 

平成２７年度（１件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
（有）よしたにクロージング バンドによる人の状態・・姿勢変化に関する研究について                    

―高齢者、介護者の生活の質改善を目指して― 

田村教員 

 
平成２８年度（２件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
社会福祉法人まほろば福祉会 障害の程度に合った入力インターフェイスの検証とその活用方

法 

田村教員 

吉玉精鍍株式会社 情報ＳＧ課 ロコモ測定電動昇降椅子の設計と製作コスト評価 鄧教員 

 
平成３０年度（３件） 
提案企業 研究内容 担当教員 
旭化成㈱ 不織布工場  

技術開発室 
不織布製品の表面品位の定量化 

田村教員 

日南市漁業協同組合 ひき縄釣り用しゃくり機の開発 鄧教員 

宮崎県総合農業試験場 

果樹部 

アシストスーツが落葉果樹栽培の省力化や軽労化に

与える影響について 

田村教員 

 
 




